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1

構
想
力
の
論
理

　
　

―
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
と
カ
ン
ト
の
空
間
記
述
の
概
念
―

鵜　
　

澤　
　

和　
　

彦

は
じ
め
に

　
「
構
想
力
」
あ
る
い
は
「
想
像
力
」
と
訳
さ
れ
る
単
語 

Einbildungskraft

は
、
そ
の
語
源（

1
（

か
ら
意
味
を
捉
え
る
な
ら
ば
、

「
心
の
中
に
」（Ein-

（「
像
を
形
成
す
る
」（Bildungs-

（「
力
」 （K

raft

（ 

を
言
い
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
語
源
に
由
来
す
る
含
意
は
、

こ
の
概
念
の
理
解
を
根
本
的
に
方
向
づ
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ハ

イ
デ
ッ
ガ
ー（

2
（

は
、
構
想
力
の
概
念
を
説
明
す
る
際
に
き
ま
っ
て
「
心

象
へ
と
持
ち
来
ら
す
」
と
い
う
表
現
か
ら
出
発
す
る
。
さ
ら
に
興
味

深
い
の
は
、
カ
ン
ト
の
思
想
的
先
駆
者
で
あ
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
で
あ

る
。
彼
は
ラ
テ
ン
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
で
多
数
の
論
文
、
書
簡
、
著
書

を
書
き
残
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
心
象
や
構
想
力
の
概
念
に

は
、
表
象
像
を
形
成
す
る
働
き
、
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
の
思
想
的

伝
統
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
カ
ン
ト
の

『
純
粋
理
性
批
判
』
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
の
第
二
版
の
演
繹
論
の
特
徴
は
「
空
間
の
記
述
と
し
て
の
運
動
」

（B155

（、
す
な
わ
ち
、
構
想
力
の
「
形
態
的
綜
合
」
の
概
念
に
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
構
想
力
の
本
質
的
な
特
徴
を
な
す
空
間
記
述
は
、
ど

の
よ
う
な
哲
学
史
的
文
脈
の
中
で
捉
え
ら
れ
る
の
か
、
そ
し
て
、
今

日
的
な
観
点
か
ら
見
て
、
ど
う
い
っ
た
意
義
と
役
割
を
持
つ
の
で
あ

ろ
う
か
。
本
稿
の
テ
ー
マ
は
、
こ
う
し
た
問
題
設
定
か
ら
カ
ン
ト
の

生
産
的
構
想
力
に
よ
る
空
間
記
述
の
概
念
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
と
の
関

連
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
両
哲
学
者
の
構
想
力

の
概
念
に
関
す
る
共
通
点
と
相
違
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
差
異
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の
現
代
的
意
義
を
論
じ
る
こ
と
を
本
論
文
の
結
論
と
し
た
い
。

　

こ
こ
で
論
文
の
章
構
成
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、
第
一
章

で
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
普
遍
数
学
と
知
覚
論
か
ら
構
想
力
の
概
念
を
分

析
し
、
第
二
章
で
は
カ
ン
ト
の
演
繹
論
か
ら
構
想
力
の
概
念
を
把
握

す
る
。
第
三
章
で
は
、
両
者
の
共
通
点
と
相
違
点
を
踏
ま
え
た
う
え

で
、
両
者
の
概
念
の
相
違
が
持
つ
現
代
的
意
義
に
言
及
す
る
。
表
題

の
「
構
想
力
の
論
理
」
は
、
三
木
清
の
著
作
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
彼
自
身（

3
（

が
推
測
し
て
い
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
は
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
の
思
想
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、こ
の
表
題
は
、

バ
ロ
ッ
ク
か
ら
近
代
を
経
て
現
代
に
至
る
構
想
力
論
の
系
譜
を
最
も

よ
く
表
現
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
構
想
力
論

一-

一　

普
遍
数
学

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、『
結
合
術
の
普
遍
学
へ
の
応
用
』（
一
六
八
三

年（
4
（

（
と
い
う
論
文
で
「
論
理
学
は
普
遍
学
、
数
学
は
構
想
力
の
産
物

に
関
す
る
学
、
形
而
上
学
は
知
性
の
産
物
に
関
す
る
学
、
道
徳
学
は

感
情
の
学
で
あ
る
」と
諸
学
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、

数
学
が
構
想
力
と
の
関
連
で
定
義
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
同
年
に

書
か
れ
た
と
さ
れ
る『
新
普
遍
数
学
原
論
』（
新
原
論
と
略
記（

5
（

（で
は
、

数
学
と
構
想
力
の
関
連
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
「
こ
の
普
遍
数
学
の
諸
原
理
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
記

号
計
算
法
と
は
著
し
く
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
相
違
は
、
ヴ
ィ
エ

ト
や
デ
カ
ル
ト
の
記
号
計
算
な
ど
と
そ
の
先
行
者
の
記
号
術
と
の

違
い
以
上
の
も
の
が
あ
る
。（
中
略
（

　

綜
合
と
分
析
と
が
、
す
な
わ
ち
結
合
法
と
代
数
学
と
の
双
方
が

扱
わ
れ
る
。

　

普
遍
数
学
は
構
想
力
の
対
象
と
な
る
も
の
に
よ
っ
て
、
あ
る
も

の
を
正
確
に
規
定
す
る
方
法
を
扱
う
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

い
わ
ば
構
想
力
の
論
理
学 

（logico im
aginationis

（ 

を
扱
う
べ

き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
思
考
や
行
為
の
よ
う
な
純
粋
に
知
的

な
事
柄
に
関
す
る
形
而
上
学
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、数
、

位
置
、運
動
に
関
す
る
特
殊
数
学
も
念
頭
に
お
か
れ
て
は
い
な
い
。

　

構
想
力
は
、
一
般
的
に
質 （qualitas

（ 

と
量 （quantitas

（ 

と

い
う
二
つ
の
事
柄
、
す
な
わ
ち
、
大
き
さ 

（m
agnitudo

（ 

と
形 

（form
a

（ 

に
関
わ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
事
物
が
相

似
し
て
い
る
と
か
相
似
し
て
い
な
い
、
合
同
で
あ
る
と
か
合
同
で

な
い
と
呼
ば
れ
る
。
相
似
の
考
察
は
普
遍
数
学
に
属
す
る
と
い
う

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
幾
何
学
の
よ
う
な
特
殊
数

学
が
し
ば
し
ば
諸
図
形
の
相
似
を
探
究
す
る
と
い
う
事
実
を
顧
慮

す
る
な
ら
ば
、
合
同
の
考
察
が
普
遍
数
学
に
属
す
る
こ
と
は
明
白

な
の
で
あ
る
。」（
以
下
略（

6
（

（
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こ
の
よ
う
に
新
原
論
は
、
論
理
学
に
基
礎
を
お
く
普
遍
現
象
学
と

し
て
、構
想
力
の
概
念
に
重
要
な
役
割
を
与
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

現
象
の
量
と
質
を
把
捉
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
一
定
の
諸
関
係
へ
と
綜
合

す
る
他
、
逆
に
綜
合
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
諸
要
素
へ
と
分
析
す
る
働

き
を
こ
の
能
力
に
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
連
続
量
（
大
き

さ
（
を
例
に
挙
げ
て
、
構
想
力
の
働
き
を
説
明
し
て
み
よ
う
。
構
想

力
は
、
空
間（

7
（

（
座
標
（
上
の
諸
点
の
位
置
関
係
を
把
捉
し
、
複
数
の

図
形
を
描
出
す
る
。
さ
ら
に
、
図
形
間
の
諸
関
係
（
相
似
や
合
同
（

を
扱
う
演
算
記
号
と
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
（
演
算
手
順（

（
（

（
を
用
い
て
空
間

の
諸
関
係
を
代
数
（
記
号
（
へ
と
変
換
し
、幾
何
学
的
計
算
を
行
う
。

こ
れ
が
「
結
合
術
」（ars com

binatoria
（ 
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
あ

る
。
こ
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
空
間
の
諸
関
係
は
図
示

さ
れ
、
ま
と
め
ら
れ
、
秩
序
付
け
ら
れ
、
そ
し
て
、
論
理
学
の
同
一

律
と
矛
盾
律
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
構
想
力
に
よ
る
図
形
描

出
は
、
新
原
論
に
先
立
つ
『
幾
何
学
的
記
号
法
』（
一
六
七
九
年
（

と
い
う
論
文
で
は「
作
図
」（construtiones lineares

（、あ
る
い
は
、

「
図
示
的
綜
合
」（linea synthesis

（ 

と
呼
ば
れ
、
代
数
に
よ
る
演

算
は「
代
数
的
綜
合
」（algebraica synthesis

（
9
（

（と
称
さ
れ
て
い
る
。

   

他
方
、こ
の
よ
う
に
獲
得
さ
れ
た
位
置
解
析（
幾
何
学
的
計
算
（は
、

複
雑
な
図
形
の
問
題
を
解
く
た
め
の
道
具
と
し
て
役
に
立
つ
。
す
な

わ
ち
、
構
想
力
は
、
複
雑
な
図
形
を
そ
れ
が
前
提
と
し
て
い
る
よ
り

単
純
な
図
形
や
関
係
へ
と
分
解
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
数
的
な
関
係

や
秩
序
を
発
見
し
や
す
く
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
諸
関
係
の
代
数
計

算
を
通
じ
て
、
複
雑
な
図
形
の
問
題
を
解
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

こ
れ
が
「
発
見
術
」（ars inveniendi

（ 

と
呼
ば
れ
る
方
法
で
あ
る
。

   

も
ち
ろ
ん
、
構
想
力
の
み
で
全
て
事
足
り
る
わ
け
で
は
な
い
。
た

と
え
ば
、
空
間
の
諸
関
係
に
数
的
な
秩
序
を
洞
察
し
た
り
、
図
形
の

相
似
と
合
同
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
高
次
の
認
識
能
力
で
あ

る
「
精
神（

（1
（

」
や
「
理
性
」
あ
る
い
は
「
悟
性
」
の
働
き
が
不
可
欠
で

あ
る
。
た
だ
し
、
精
神
も
可
感
的
記
号
で
あ
る
代
数
を
使
用
す
る
限

り
、
記
号
の
表
示
能
力
と
し
て
の
構
想
力（

（（
（

を
必
要
と
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
高
次
の
認
識
能
力
と
構
想
力
は
、
代
数
的
綜
合

や
分
析
に
お
い
て
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

   

以
上
か
ら
普
遍
数
学
に
お
け
る
構
想
力
の
概
念
は
、
以
下
の
よ
う

に
ま
と
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
構
想
力
は
㈠
空
間
の
位
置
関
係
を

捉
え
る
「
感
性
的
把
捉
」、
㈡
諸
部
分
か
ら
全
体
へ
と
前
進
す
る
「
綜

合
」、
㈢
全
体
か
ら
諸
部
分
へ
と
背
進
す
る
「
分
析
」、
㈣
代
数
と
い

う
可
感
的
記
号
の
「
表
示
」
の
能
力
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
よ
う
に
構
想
力
は
、綜
合
と
分
析
の
二
つ
の
道
を
通
じ
て
、

現
象
の
量
一
般
と
代
数
（
記
号
（
と
の
間
を
自
在
に
往
復
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
こ
の
理
念
が
実
現
す
る
の
で
あ
れ

ば
「
所
与
か
ら
理
性
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
得
る
も
の
は
す
べ
て
、
算

術
や
幾
何
学
の
問
題
を
解
く
の
と
同
じ
よ
う
に
、
一
種
の
計
算
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る（

（1
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
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一-

二　

知
覚
論

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
テ
キ
ス
ト
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
「
遠
近
法
」

（
透
視
図
法
（
の
概
念
は
、
私
の
理
解
が
正
し
け
れ
ば
、
数
学
的
に

形
式
化
さ
れ
た
知
覚
論
で
あ
る
。
こ
の
理
論
は
、
空
間
に
お
け
る
知

覚
の
構
造
を
説
明
し
う
る
限
り
で
、
超
越
論
的
哲
学
の
考
え
方
に
通

じ
る
も
の
が
あ
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
射
影
幾
何
学
を
モ
デ
ル
に

し
て
、
知
覚
像
と
そ
の
対
象
と
の
一
対
一
の
写
像
関
係
を
説
明
し
、

さ
ら
に
こ
の
幾
何
学
を
基
礎
と
す
る
遠
近
法
（
透
視
図
法
（
に
よ
っ

て
、
空
間
内
の
形
態
描
出
を
基
礎
づ
け
る
。

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
知
性
論
の
中
で
フ
ラ
ン
ス
の
建
築
家
・
数
学

者
デ
ザ
ル
グ
の
名
前
を
挙
げ
て 

（GP V
 122
（、
対
象
の
影
に
関
す

る
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
デ
ザ
ル
グ
の
定
理
と
は
「
二
つ
の
三
角

形
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
A' 

B' 

C'
に
つ
い
て
、
Ａ
A'
と
B 

B'
と
C 
C'
を
結
ぶ
直

線
ｈ
、
ｉ
、
ｊ
が
一
点
Ｏ
で
交
わ
る
時
、
直
線
Ａ
Ｂ
と
直
線
A' 

B'
、

直
線
Ｂ
Ｃ
と
直
線
B' 

C'
、
直
線
Ｃ
Ａ
と
直
線
C' 

A'
の
交
点
を
そ
れ
ぞ

れ
L
、
M
、
N
と
す
る
と
、
L
、
M
、
N
は
、
直
線
k
上
に
あ
る（

（1
（

」

と
い
う
も
の
で
あ
る
（
図
を
参
照
（。
こ
の
場
合
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
と 

A' 

B' 

C'
は
一
対
一
の
写
像
関
係
に
あ
り
、
一
方
が
他
方
の
像
あ
る
い
は
射

影
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。た
と
え
ば
、 

Ｏ
を
光
源
と
す
れ
ば
、

Ａ
Ｂ
Ｃ
は
A' 

B' 

C'
の
影
と
し
て
数
学
的
に
構
成
さ
れ
る
。

   

こ
の
射
影
幾
何
学
の
定
理
は
、
同
時
に
円
錐
曲
線
の
理
論
を
含
ん

h

i

j

A

B

C

L M N

À

B̀

C̀

O

k

図 1
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で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｏ
を
頂
点
と
し
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
あ
る
い
は
A' 

B' 
C'
に
接
す
る
円
錐
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
円
錐
を

様
々
な
角
度
か
ら
切
断
す
れ
ば
、
円
、
楕
円
、
放
物
線
が
構
成
さ
れ

る
。
た
と
え
ば
、
円
錐
を
底
面
に
水
平
に
切
断
す
れ
ば
、
そ
の
面
は

円
と
な
る
が
、
斜
め
に
切
断
す
れ
ば
、
楕
円
や
放
物
線
が
得
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
円
錐
曲
線
は
、
互
い
の
曲
線
の
像
な
い
し
は
射
影
と
し
て

把
握
さ
れ
る
。

   

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
円
錐
曲
線
に
つ
い
て
論
じ
る
理
由
は
、
円
錐
が

我
々
の
視
界
を
説
明
す
る
遠
近
法
の
原
理
、
す
な
わ
ち
、
視
円
錐
に

他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
視
円
錐
か
ら
一
点
透
視
図
法
、
二

点
お
よ
び
三
点
透
視
図
法
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
点
透
視

図
法
と
は
、
す
べ
て
の
消
尽
線
が
一
つ
の
消
尽
点
に
収
束
す
る
遠
近

法
で
あ
り
、
二
点
透
視
図
法
は
、
消
尽
線
と
消
尽
点
が
二
組
存
在
す

る
場
合
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
対
象
を
斜
め
横
か
ら
見
る
と
、

二
点
透
視
図
法
が
適
用
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
あ
る
対
象
を
斜
め
上
か

ら
見
る
と
、
消
尽
線
と
消
尽
点
は
三
組
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
の
場
合
の
遠
近
法
が
三
点
透
視
図
法
と
呼
ば
れ
る
。

　

こ
こ
で
デ
ザ
ル
グ
の
定
理
に
戻
っ
て
、
心
象
と
対
象
と
の
関
係
を

確
認
し
て
お
こ
う
。
Ｏ
を
モ
ナ
ド
（
形
而
上
学
点
（、 

A' 

B' 

C'
を
知

覚
像
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
そ
の
対
象
に
置
き
換
え
る
な
ら
ば
、
図
1
は
知
覚

像
と
対
象
と
の
一
対
一
の
写
像
関
係
を
表
し
て
い
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ

ツ
は
『
普
遍
学
・
記
号
論
』
で
、
こ
の
写
像
関
係
を
次
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
遠
近
法
の
中
で
捉
え
ら
れ
る
対
象
は
、

作
業
仮
説
的
な
心
の
ス
ク
リ
ー
ン
上
に
描
出
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
私

た
ち
の
眼
は
、
消
尽
線
が
そ
こ
か
ら
放
射
線
状
に
ひ
か
れ
る
中
心
点

（
光
源
（
に
相
当
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
消
尽
線
は
、
心
象
の

外
縁
に
接
し
、
さ
ら
に
実
在
的
な
対
象
の
対
応
点
（
現
象
点
（
に
達

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
知
覚
像
と
い
う
形
象
は
、
心
の
ス
ク
リ
ー
ン

上
の
位
置
関
係
と
し
て
、
消
尽
線
と
そ
の
現
象
点
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
の
で
あ
る 

（vgl. GP V
II 169

（。
こ
れ
が
空
間
に
お
け
る
形

態
描
出
の
形
相
的
原
理
で
あ
る
。

　

こ
の
遠
近
法
を
成
立
さ
せ
て
い
る
も
の
は
、
消
尽
点
を
定
立
し
、

消
尽
線
を
描
く
構
想
力
の
働
き
と
そ
の
働
き
を
数
学
的
に
規
定
し
て

い
る
デ
ザ
ル
グ
の
定
理
で
あ
る
。
消
尽
点
と
消
尽
線
は
、
実
在
す
る

リ
ア
ル
な
点
や
実
線
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
い
わ
ば
構
想
力
が
視
覚

野
に
描
出
す
る
一
種
の
虚
構
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
虚
構

を
通
じ
て
、
我
々
の
視
覚
野
は
視
円
錐
の
底
面
と
し
て
構
成
さ
れ
、

一
つ
の
定
理
に
よ
っ
て
数
学
的
に
記
述
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

よ
う
に
見
て
く
る
と
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
知
覚
論
は
、
普
遍
数
学
の

章
で
考
察
し
た
よ
う
に
、徹
頭
徹
尾
数
学
的
に
形
式
化
さ
れ
て
い
る
。

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
空
間
記
述
の
概
念
は
㈠
構
想
力
が
色
彩
や
触
覚

の
同
一
性
を
基
準
に
し
て
知
覚
像
を
描
く
と
い
う
実
質
的
原
理
、
そ

し
て
㈡
構
想
力
が
消
尽
点
と
消
尽
線
を
介
し
て
対
象
の
知
覚
像
を
描

出
す
る
と
い
う
形
相
的
原
理
の
二
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
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原
理
は
、
経
験
的
対
象
の
形
態
を
描
出
す
る
際
に
協
同
し
て
働
く
。

す
な
わ
ち
、
経
験
的
対
象
の
形
態
は
、
先
ず
感
覚
質
の
同
一
性
を
基

準
に
し
て
構
成
さ
れ
、
次
に
遠
近
法
に
よ
っ
て
空
間
内
に
位
置
づ
け

ら
れ
、立
体
的
に
描
出
さ
れ
る
。そ
の
際
、モ
ナ
ド
が
知
覚
す
る
の
は
、

あ
く
ま
で
も
対
象
の
一
つ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
（
側
面
（、す
な
わ
ち
「
現

象
」
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
は
、
同
時
に
モ
ナ

ド
が
対
象
を
多
元
的
に
知
覚
で
き
る
こ
と
の
証
で
も
あ
る
。

　

知
覚
論
で
の
構
想
力
は
、
多
様
を
一
つ
に
「
綜
合
」
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
モ
ナ
ド
の
表
出
作
用
を
意
味
し
て
お
り
、

世
界
を
多
元
的
に
表
象
す
る
能
動
的
か
つ
観
念
的
な
働
き
で
あ
る
。

こ
の
観
点
か
ら
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
新
知
性
論
の
中
で
暗
喩
を
用

い
て
ロ
ッ
ク
の
経
験
論
的
な
知
覚
論
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る 

（N
ouveaux Essais, GP V

 122

（。
鏡
の
前
で
吠
え
て
い
る
犬
は
、

鏡
の
中
の
犬
の
姿
が
、
実
は
自
分
自
身
の
姿
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付

い
て
い
な
い
。
経
験
論
者
は
、
鏡
の
中
の
犬
が
吠
え
て
い
る
犬
か
ら

独
立
し
た
存
在
で
あ
り
、
前
者
が
後
者
の
心
象
を
生
み
出
す
原
因
で

あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
鏡
の
中
の
犬
は
、
表
象
を
生
み
出
す
原

因
で
は
な
く
、
そ
の
犬
自
ら
が
自
分
を
映
し
出
し
た
結
果
に
他
な
ら

な
い
。
こ
こ
か
ら
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
ロ
ッ
ク
の
知
覚
論
が
原
因

と
結
果
を
取
り
違
え
て
い
る
と
論
駁
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
暗
喩
に

続
け
て
そ
の
論
拠
を
次
の
よ
う
に
付
け
加
え
て
い
る
。「
な
ぜ
な
ら
、

我
々
が
本
来
見
て
い
る
も
の
は
心
象
に
す
ぎ
ず
、
そ
し
て
、
光
の
放

射
に
出
会
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
」（ibid.

（。

二　

カ
ン
ト
の
構
想
力
論

　

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
演
繹
と
は
、
現
象
に
対
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
客
観

的
妥
当
性
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
版
の
演
繹
論
は
㈠

「
直
観
に
お
け
る
把
捉
の
綜
合
」、
㈡
「
構
想
に
お
け
る
再
生
産
の
綜

合
」、
㈢
「
概
念
に
お
け
る
再
認
の
綜
合
」
と
い
う
三
段
の
綜
合
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
最
初
の
二
つ
の
綜
合
は
、
感
性
的
認
識

と
し
て
の
知
覚
の
形
成
に
対
応
す
る
。こ
れ
に
続
く
第
三
の
綜
合
は
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
「
再
認
」（Rekognition

（ 

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
表
現
か
ら
、
知
覚
と
い
う
仕
方
で
第
一
次
の
感
性
的
認
知
が
既

に
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
知
覚
に
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
働
き
が
加
わ
る
こ
と
で
、
対
象
の
認
識
が
「
判
断
」
と

い
う
仕
方
で
成
立
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
版
で
は

知
覚
と
判
断
の
レ
ベ
ル
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
第
二
版
の
演
繹
論
は
全
く
異
な
る
論
証
方
法
を
用

い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
既
に
㈠
の
把
捉
の
綜
合
の

条
件
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
第
一
版
で
三
段
階
に
分
け
て
い
た
綜

合
を
「
形
態
的
綜
合
」
と
い
う
概
念
で
一
挙
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
。

　
「
し
た
が
っ
て
、
多
様
な
も
の
が
我
々
の
内
か
ら
、
あ
る
い
は
、
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外
か
ら
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
多
様
な
も
の
の
綜
合
的
統

一
す
ら
、
し
た
が
っ
て
、
ま
た
結
合
も
（
中
略
（
ア
プ
リ
オ
リ
に

あ
ら
ゆ
る
把
捉
の
綜
合
の
条
件
と
し
て
既
に
こ
れ
ら
の
諸
直
観
と

共
に（
諸
直
観
に
お
い
て
で
は
な
く
（同
時
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。」

（B161

（

　   

興
味
深
い
の
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
既
に
「
あ
ら
ゆ
る
把
捉
の
綜
合

の
条
件
と
し
て
」
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
あ
ら
ゆ
る

把
捉
と
は
、
我
々
の
内
か
ら
産
出
さ
れ
る
純
粋
直
感
の
ア
プ
リ
オ
リ

な
多
様
、
そ
し
て
、
我
々
の
外
か
ら
経
験
的
に
獲
得
さ
れ
る
感
性
的

直
観
の
多
様
と
い
う
二
種
類
の
多
様
を
把
捉
す
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
経
験
的
な
多
様
の
把
捉
の
条
件
で
あ
る
と
す

れ
ば
、知
覚
で
す
ら
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る （vgl. 

ibid. B164f.

（。
言
い
換
え
れ
ば
、
我
々
が
対
象
の
知
覚
像
を
通
じ

て
対
象
を
認
識
す
る
限
り
、
我
々
は
そ
の
都
度
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
客
観

的
実
在
性
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
続
け
て
、
カ
ン

ト
は
、
家
を
例
に
挙
げ
て
経
験
的
直
観
の
対
象
の
形
態
描
出
を
説
明

し
て
い
る
。

   　
「
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
あ
る
家
の
経
験
的
直
観
を
そ
の

直
観
の
多
様
な
る
も
の
の
把
捉
に
よ
っ
て
知
覚
に
も
た
ら
す
な
ら

ば
、
空
間
と
外
的
な
感
性
的
直
観
一
般
の
必
然
的
統
一
が
私
の
根

底
に
あ
る
。
そ
し
て
、
私
は
、
空
間
に
お
け
る
多
様
な
も
の
の
綜

合
的
統
一
に
従
っ
て
、
い
わ
ば
家
の
形
態
を
描
く
の
で
あ
る
。」

（B162

（

　　

こ
の
引
用
に
登
場
す
る
空
間
は
「
人
が
実
際
に
幾
何
学
で
必
要
と

す
る
よ
う
に
、
対
象
と
し
て
表
象
さ
れ
た
空
間
」 （B160

（ 

を
意
味

し
て
い
る
。
こ
の
空
間
と
は
、
視
覚
的
比
喩
を
用
い
れ
ば
、
作
業
仮

説
的
な
心
の
ス
ク
リ
ー
ン
、
あ
る
い
は
、
思
想
上
の
キ
ャ
ン
バ
ス
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
空
間
は
、
図
式
論
で
は
「
外
官
の
前
の
あ
ら
ゆ

る
大
き
さ
（
外
延
量
（
の
純
粋
な
像
」（B1（2

（ 

と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。
全
て
の
外
延
量
の
「
純
粋
な
像
」（das reine Bild

（ 

と
は
、

一
切
の
経
験
的
な
要
素
を
含
む
こ
と
の
な
い
、
思
想
上
の
空
間
を
意

味
し
て
い
る
。
カ
ン
ト
が
語
る「
純
粋
直
感
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
多
様
」

と
は
、
こ
の
思
想
空
間
で
産
出
さ
れ
る
幾
何
学
的
図
形
や
そ
の
要
素

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
空
間
は
㈠
直
観
の
多
様
な
る
も
の
を
受
容
す

る
「
直
観
の
形
式
」（Form

 der A
nschauung

（ 

の
他
、
㈡
「
感

性
の
形
式
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
多
様
な
る
も
の
を
一
つ
の
直
観
的

表
象
へ
と
包
括
す
る
こ
と
」、す
な
わ
ち
「
形
式
的
直
観
」（form

ale 
A

nschauung

（ 

を
も
含
ん
で
い
る
と
さ
れ
る 

（vgl. B160f

（。
直

観
の
形
式
は
、
並
存
（
空
間
（
や
継
起
（
時
間
（
と
い
う
仕
方
で
多

様
な
る
も
の
を
受
容
す
る
感
性
の
形
式
で
あ
る
。
そ
れ
は
受
動
的
な

作
用
を
特
徴
と
し
、
ま
た
、
決
し
て
対
象
と
し
て
表
象
す
る
こ
と
が
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で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
形
式
的
直
観
は
、
悟
性
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
淵
源
す
る
能
動
的
・
自
発
的
綜
合
に
そ
の
特
色
が
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
形
式
的
直
観
に
よ
っ
て
、
幾
何
学
的
図
形
や
対

象
の
形
象
が
思
想
上
の
空
間
に
描
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

   

こ
の
場
合
、
思
想
空
間
と
そ
こ
で
描
か
れ
る
形
象
は
、
前
者
が
存

在
し
な
け
れ
ば
、
後
者
も
描
出
さ
れ
な
い
た
め
、
必
然
的
に
結
び
つ

い
て
い
る
。「
空
間
と
外
的
な
感
性
的
直
観
一
般
の
必
然
的
統
一
」

と
は
、
こ
の
両
者
の
不
可
分
の
関
係
を
言
い
表
し
て
い
る
。
構
想
力

は
、
こ
の
思
想
上
の
空
間
で
「
同
種
的
な
も
の
の
綜
合
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
、
す
な
わ
ち　

量
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」（B162

（ 

に
従
っ
て
把
捉
の

綜
合
を
行
い
、
対
象
の
空
間
的
延
長
と
形
態
を
描
出
す
る
。
こ
の
場

合
、
知
覚
の
形
成
が
同
時
に
認
識
（
判
断
（
の
成
立
と
な
り
、
そ
の

意
味
で
構
想
力
と
悟
性
に
は
「
同
一
の
自
発
性
」（B163

（ 

が
帰
せ

ら
れ
る
。
こ
の
対
象
の
形
態
描
出
に
は
、
二
つ
の
重
要
な
含
意
が
あ

る
。
第
一
の
論
点
は
、
形
態
描
出
の
認
識
論
的
意
義
で
あ
る
。
対
象

の
形
態
描
出
に
よ
る
「
表
象
の
統
一
」（B160

（ 

は
、
対
象
の
思
考

や
認
識
の
条
件
に
他
な
ら
な
い
。
我
々
は
心
の
中
で
対
象
の
形
を
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
対
象
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
は

じ
め
て
概
念
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
対
象
が
経
験
的

な
対
象
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
、
純
粋
直
感
の
対
象
で
あ
る
幾
何

学
的
な
図
形
で
あ
っ
て
も
、
お
よ
そ
対
象
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
延
長

と
形
象
、す
な
わ
ち
表
象
の
統
一
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
表
象
の
統
一
が
成
立
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
対
象
を
概
念
的
に
把

握
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
る
。

   　
「
我
々
は
思
想
の
内
で
直
線
を
引
く
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
い
か

な
る
直
線
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
円
を
描
く
こ
と

が
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
円
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ

し
て
、
同
じ
点
か
ら
三
本
の
直
線
を
互
い
に
直
角
に
交
差
さ
せ
る

こ
と
が
な
け
れ
ば
、
空
間
の
三
次
元
も
表
象
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。」（B154

（

      

直
線
、
円
、
空
間
の
三
次
元
と
い
う
実
例
は
、
い
ず
れ
も
純
粋
直

感
の
対
象
と
な
る
幾
何
学
的
図
形
で
あ
る
。
し
か
し
、
表
象
の
統
一

は
、
経
験
的
直
観
の
対
象
に
関
し
て
も
あ
て
は
ま
る
。
た
と
え
ば
、

我
々
が
「
家
」（B162

（ 

を
認
識
す
る
場
合
、
そ
の
対
象
の
形
か
ら

そ
れ
を
家
と
判
断
し
て
い
る
。
も
し
、
そ
の
形
が
家
と
は
異
な
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
対
象
を
家
と
判
断
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

こ
の
場
合
、
経
験
的
直
観
の
多
様
は
、
先
ず
直
観
の
形
式
を
通
じ
て

受
容
さ
れ
、
次
に
形
式
的
直
観
に
よ
っ
て
一
つ
の
家
の
形
象
へ
と
取

り
ま
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
表
象
の
統
一
は
、

そ
の
対
象
に
関
す
る
思
考
や
認
識
を
可
能
に
す
る
条
件
に
他
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
「（
対
象
の
形
態
描
出
（
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
あ

る
客
観（
規
定
さ
れ
た
空
間
（が
認
識
さ
れ
る
」（B13（

（ 

の
で
あ
る
。

Hosei University Repository
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第
二
の
論
点
は
、
形
態
描
出
の
象
徴
的
・
記
号
論
的
意
義
で
あ
る
。

カ
ン
ト
は
、
思
想
空
間
上
で
直
線
を
引
く
議
論
を
援
用
し
て
、
悟
性

に
よ
る
内
官
の
触
発
（
自
己
触
発
（
の
構
造
を
説
明
し
て
い
る
。
こ

の
説
明
に
は
、
カ
ン
ト
の
優
れ
た
記
号
論
的
思
考
が
垣
間
見
れ
る
。

我
々
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
も
時
間
そ
の
も
の
を
表
象
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
時
間
は
空
間
的
延
長
を
持
た
な
い
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
悟
性
（
統
覚
（
が
内
官
の
形
式
で
あ
る
時
間
を

規
定
し
て
、カ
テ
ゴ
リ
ー
の
結
合
を
感
性
に
持
ち
来
ら
す
と
し
て
も
、

そ
れ
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
カ
ン
ト
が
採
用
し
た
方
法
は
、
思
想
の
中
で
直
線
を
引
く
と

い
う
行
為
を
時
間
の
継
起
を
表
示
す
る
記
号
と
し
て
用
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
方
法
の
利
点
は
、
直
線
の
描
出
が
心
象
と
し
て
対
象
的

に
描
か
れ
る
た
め
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
利
用
し
て
直
線
を
引
く
と
い

う
働
き
そ
の
も
の
に
「
注
意
」（B157

（ 

が
向
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
方
法
を
用
い
れ
ば
、
直
線
の
長
さ
や
位
置
は
「
時
間
の
長

さ
」（B156

（ 

や
「
時
間
位
置
」（B156

（ 

に
翻
訳
さ
れ
て
理
解
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

た
と
え
ば
、
我
々
は
心
の
中
で
、
あ
る
一
定
の
方
向
（
ベ
ク
ト
ル
（

に
直
線
を
引
く
場
合
、
そ
の
方
向
は
未
来
、
既
に
描
出
し
た
部
分
は

過
去
、
そ
し
て
、
ま
さ
に
描
い
て
い
る
時
点
は
現
在
を
表
示
す
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
直
線
の
描
出
の
際
に
一
定
の
間
隔
で
点
を
描
く

こ
と
で
単
位
を
定
立
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
綜
合
す
る
こ
と
で
、
直

線
の
長
さ
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
単
位
を
そ
の
都
度
定
立

す
る
こ
と
は
外
延
量
の
産
出
で
あ
り
、
そ
の
長
さ
を
定
め
る
こ
と
は

個
々
の
外
延
量
の
綜
合
を
意
味
す
る
。

　

こ
の
外
延
量
の
継
起
的
綜
合
を
時
間
に
置
き
換
え
て
み
よ
う
。
感

性
の
す
べ
て
の
諸
表
象
は
、内
官
の
形
式
と
し
て
の
時
間
に
よ
っ
て
、

あ
る
種
の
系
列
の
よ
う
に
順
番
に
意
識
さ
れ
る
。
空
間
表
象
も
感
性

の
表
象
で
あ
る
限
り
、
こ
の
時
間
形
式
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
。
悟

性
は
、
内
官
の
そ
れ
ぞ
れ
の
表
象
に
そ
の
都
度
そ
の
時
間
位
置
を
定

め
、
同
種
的
な
も
の
の
綜
合
の
規
則
で
あ
る
量
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ

っ
て
、表
象
の
時
間
位
置
の
一
つ
一
つ
を
綜
合
し
て
時
間
の
長
さ（
数

量
（を
規
定
す
る
。こ
れ
が「
内
官
を
そ
の
形
式
に
従
っ
て
規
定
す
る
」

（B155

（ 

こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
悟
性
は
、
内
官
の

表
象
の
系
列
に
概
念
の
秩
序
、
す
な
わ
ち
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
結
合
を

も
た
ら
す
。
図
式
論
や
原
則
論
の
表
現
を
用
い
れ
ば
、
こ
の
綜
合

は
「
直
観
の
把
捉
に
お
い
て
時
間
そ
の
も
の
を
産
出
す
る
」（A

143/
B1（2

（ 

こ
と
、あ
る
い
は
「
把
捉
に
お
け
る
（
部
分
か
ら
部
分
へ
の
（

継
起
的
綜
合
」（A

163/B204

（ 

に
他
な
ら
な
い
。

　

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
演
繹
論
で
の
構
想
力
の
概
念
を
整
理

し
て
お
こ
う
。
先
ず
㈠
構
想
力
は
「
た
と
え
対
象
が
現
存
し
な
く
て

も
そ
の
対
象
を
表
象
す
る
能
力
」（B151

（ 

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
由
来
す
る
伝
統
的
な
定
義
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
想
起
、
記
憶
、
再
生
産
と
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

Hosei University Repository



10

　

さ
ら
に
㈡
構
想
力
は
「
感
性
的
直
観
の
多
様
を
綜
合
す
る
」

（B151
（ 

能
力
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
綜
合
は
、
感

性
的
直
観
の
多
様
に
か
か
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、「
形
態
的
綜
合
」

（synthesis speciosa

（ 

と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
形
態
的
」
と
い
う

形
容
が
付
け
ら
れ
て
い
る
理
由
は
、
多
様
の
綜
合
が
対
象
の
空
間
的

延
長
と
形
象
を
生
み
出
す
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
形
態
的
綜

合
が
統
覚
の
綜
合
的
統
一
の
働
き
を
担
う
場
合
、
す
な
わ
ち
、
カ
テ

ゴ
リ
ー
が
示
す
結
合
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
綜
合
は

「
構
想
力
の
超
越
論
的
綜
合
」（B151
（ 

と
称
さ
れ
る
。
こ
の
「
超
越

論
的
」
と
い
う
形
容
は
、
悟
性
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
感
性
的
直

観
の
多
様
を
綜
合
し
、
対
象
認
識
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
か
ら
付
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
演
繹
論
、
特
に
自
己
触
発
の
議
論
は
、
ま
さ
に

こ
の
概
念
に
依
拠
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
超
越
論
的
綜
合
が
、

幾
何
学
と
超
越
論
的
哲
学
の
基
礎
を
な
す
「
空
間
の
記
述
の
運
動
」

（B155

（ 

に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
「
悟
性
結
合
」（synthesis 

intellectualis

（ 

は
、
単
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
示
す
概
念
結
合
と
さ

れ
、
前
者
か
ら
本
質
的
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。

三　

構
想
力
の
論
理

   

二
人
の
哲
学
者
の
共
通
点
は
、
先
ず
㈠
構
想
力
を
「
綜
合
」
の
能

力
と
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
構
想
力
が
多
様
な
る
も
の
を
綜
合

統
一
す
る
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
二
人
の
哲
学
者
の
間
に
相
違
は

な
い
。
次
に
㈡
二
人
と
も
構
想
力
を
「
感
性
」
と
理
解
す
る
一
方
で
、

対
象
の
概
念
規
定
の
際
に
は
、
構
想
力
を
高
度
の
認
識
能
力
と
同
一

視
し
て
い
る
。
さ
ら
に
㈢
構
想
力
の
働
き
を
説
明
す
る
際
に
「
操
作

概
念
」（O

perativer Begriff

（
（1
（

（
を
用
い
て
い
る
。
操
作
概
念
と
は
、

問
題
と
さ
れ
て
い
る
「
主
題
概
念
」 （T

hem
atischer Begriff

（ 

が

対
象
的
に
把
握
で
き
な
い
場
合
、
理
論
的
な
操
作
を
加
え
て
、
そ
の

概
念
を
分
析
の
対
象
に
す
る
た
め
の
概
念
の
「
媒
体
」（M

edium

（ 

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
何
事
か
を
自
己
主
張
す
る
も
の
で
は
な

く
、
譬
え
て
言
え
ば
、
舞
台
の
黒
子
に
徹
す
る
よ
う
な
概
念
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
操
作
概
念
と
は
、
デ
ザ
ル
グ
の
定
理
、

消
尽
点
と
消
尽
線
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、
カ
ン
ト
の
そ
れ
は
、
純

粋
直
感
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
多
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
概
念
は
、
実
在

す
る
点
や
線
で
は
な
く
、
構
想
力
が
概
念
的
な
秩
序
を
生
み
出
す
た

め
に
ア
プ
リ
オ
リ
に
描
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

   

主
要
な
相
違
点
に
つ
い
て
は
㈠
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
構
想
力
は
、
綜

合
と
分
析
の
二
つ
の
道
を
通
じ
て
、現
象
の
量
一
般
と
代
数
（
記
号
（

と
の
間
を
自
在
に
往
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。し
か
し
、

カ
ン
ト
の
構
想
力
は
、
感
覚
質
を
記
号
に
変
換
す
る
よ
う
な
こ
と
は

意
図
し
て
い
な
い
。
こ
の
相
違
の
背
景
に
は
、
直
観
と
概
念
及
び
感

性
と
悟
性
の
区
別
を
連
続
的
に
捉
え
る
か
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
の

間
に
越
え
ら
れ
な
い
断
絶
を
見
る
か
の
対
立
が
あ
る
。
前
者
が
ラ
イ

Hosei University Repository



11

プ
ニ
ッ
ツ
、
後
者
が
カ
ン
ト
の
立
場
で
あ
る
。
次
に
㈡
ラ
イ
プ
ニ
ッ

ツ
は
論
理
学
が
数
学
の
基
礎
で
あ
る
と
考
え
、
公
理
主
義
の
立
場
を

と
る
。
し
か
し
、
カ
ン
ト
は
構
想
力
に
よ
る
概
念
の
「
構
成
」
を
重

視
す
る
直
観
主
義
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
㈢
ラ
イ
プ
ニ
ッ

ツ
は
、
実
体
よ
り
も
関
係
を
重
視
し
、
数
学
的
な
秩
序
や
形
式
を
重

ん
じ
る
。
し
か
し
、
カ
ン
ト
は
、
感
性
的
概
念
の
図
式
と
し
て
の
モ

ノ
グ
ラ
ム
の
概
念（

（1
（

を
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
経
験
認
識
の

場
面
で
実
体
概
念
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

   

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
構
想
力
は
、
い
わ
ば
感
覚
質
と
代
数
（
記
号
（

を
つ
な
ぐ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
（
デ
ー
タ
の
や
り
取
り
を
す
る
手
順

や
方
法
（
で
あ
り
、
前
者
か
ら
後
者
へ
、
あ
る
い
は
、
後
者
か
ら
前

者
へ
の
コ
ー
ド
変
換
を
可
能
に
す
る
。
そ
れ
は
今
日
、
我
々
の
技
術

文
明
の
中
で
半
ば
実
現
さ
れ
、実
用
的
な
目
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
医
療
の
現
場
で
使
わ
れ
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
核
磁
気
共
鳴
画
像

法
（
の
シ
ス
テ
ム
は
、
身
体
の
各
部
分
を
ス
キ
ャ
ン
し
、
そ
の
デ
ジ

タ
ル
情
報
を
三
次
元
の
ア
ナ
ロ
グ
情
報
と
し
て
表
示
す
る
。そ
し
て
、

が
ん
に
侵
さ
れ
て
い
る
細
胞
を
色
分
け
し
、
そ
の
情
報
を
放
射
線
治

療
や
そ
の
他
の
治
療
に
役
立
て
る
。
ま
た
、
宇
宙
物
理
学
の
分
野
で

も
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
宇
宙
全
体
の
構
造
や

成
り
立
ち
を
計
算
し
、
そ
れ
を
立
体
的
な
像
と
し
て
再
構
成
し
て
い

る
。こ
れ
ら
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
身
体
画
像
や
宇
宙
の
分
布
図
な
ど
は
、我
々

の
知
覚
シ
ス
テ
ム
が
本
来
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
表
示
す

る
、
一
種
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
虚
構
は
、
見

え
ざ
る
も
の
を
見
え
る
も
の
に
変
え
、
あ
る
い
は
、
そ
の
逆
の
手
続

き
に
よ
っ
て
、
我
々
の
医
療
や
科
学
文
明
を
実
際
に
前
進
さ
せ
る
力

を
持
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
カ
ン
ト
の
構
想
力
は
、
時
間
図
式
と
モ
ノ
グ
ラ
ム
に
よ
っ

て
、
個
別
的
な
対
象
を
指
示
す
る
単
称
指
示
句
の
意
味
を
基
礎
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
我
々
が
個
別
的
な
対
象
に
つ
い
て
単

称
判
断
を
下
し
、
そ
の
意
味
を
語
る
地
平
を
拓
く
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
単
称
判
断
の
理
論
は
、
単
な
る
理
論
的
な
文
脈
を
離

れ
て
、
我
々
の
日
常
生
活
の
広
範
な
領
域
で
妥
当
性
を
見
出
す
で
あ

ろ
う
。
た
と
え
ば
、
中
学
生
に
な
る
少
女
が
三
歳
の
時
に
誕
生
日
に

も
ら
っ
た
ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
後
生
大
事
に
し
て
い
る
と
想
定
し

よ
う
。
そ
の
少
女
は
、
こ
の
ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
一
〇
年
の
歳
月

を
経
て
、
自
分
と
喜
怒
哀
楽
を
分
か
ち
合
っ
て
き
た
存
在
だ
と
感
じ

て
い
る
。
す
る
と
、
そ
の
ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
は
、
少
女
に
と
っ
て
、

新
し
く
て
き
れ
い
な
ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
と
交
換
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
ぬ

い
ぐ
る
み
は
、
彼
女
に
と
っ
て
一
回
限
り
の
存
在
と
し
て
理
解
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
、
対
人
関
係
に
お
い
て
も
そ
の

ま
ま
当
て
は
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
、
我
々
の
構
想
力
は
、
あ
る
個
別

的
対
象
に
自
ら
の
生
の
歴
史
を
投
影
し
、
そ
れ
に
固
有
の
意
味
づ
け

を
行
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
構
想
力
は
、
本
論
で
論
究
し
た

Hosei University Repository
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理
論
的
領
域
を
離
れ
、
美
学
や
解
釈
学
の
次
元（

（1
（

へ
と
進
ん
で
い
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
カ
ン
ト
の
構
想
力
論
は
、
超
越
論
的
哲

学
か
ら
美
学
や
解
釈
学
へ
と
展
開
す
る
道
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
、

そ
れ
ら
の
理
論
的
基
礎
を
提
供
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
「
心
の
中
に
像
を
形
成
す
る
力
」
と
い
う
概
念
を
共
有
す
る
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ
と
カ
ン
ト
は
、
構
想
力
の
能
動
的
・
自
発
的
綜
合
と
い
う

ド
イ
ツ
の
思
想
的
伝
統
を
分
か
ち
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
人
の

哲
学
者
が
構
想
力
に
与
え
た
意
味
と
役
割
は
、
相
交
わ
る
こ
と
は
な

い
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
構
想
力
の
論
理
は
、
遠
近
法
に
見
ら
れ
る
現

象
的
世
界
の
数
学
的
構
成
の
論
理
で
あ
る
の
に
対
し
、
カ
ン
ト
の
そ

れ
は
、
個
別
的
対
象
の
描
出
の
理
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
相
違

は
、
今
日
構
想
力
の
問
題
を
考
え
る
上
で
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
二
つ
の
方
向
性
を
指
し
示
し
て
い
る
。

　
　
《
注
》

（
1
（ Einbildungskraft 

は
、
動
詞 einbilden 

か
ら
の
派
生
名
詞 

Einbildung 

を
も
と
に
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
動
詞
の
最
も
古
い

用
例
は
、
ド
イ
ツ
神
秘
主
義
の
思
想
家
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
著
作
に
確

認
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
（
神
の
像
を
（「
魂
の
中
へ

と
形
作
る
こ
と
」
を
意
味
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。H

erm
ann Paul, 

D
eutsches W

örterbuch. Bedeutungsgeschichte und A
ufbau-

unseres W
ortschatzes, 10. A

uflage, T
übingen 2002, S.  254.

（
2
（ M

artin H
eidegger, K

ant und das Problem
 der M

etaphy-

sik, 5. A
uflage, Frankfurt am

 M
ain 1991, S. 91. V

gl. M
artin 

H
eidegger, Phänom

enologische Interpretation von K
ants 

K
ritik der reinen V

ernunft, in: M
artin H

eidegger G
esam

t-
ausgabe, Band 25, Frankfurt am

 M
ain 1995, S. 415. 

た
だ

し
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
、
カ
ン
ト
の
心
象
概
念
の
説
明
か
ら
始
め
て

い
る
と
は
い
っ
て
も
、
最
終
的
に
は
超
越
論
的
構
想
力
の
本
質
を
時

間
の
内
に
捉
え
、
さ
ら
に
、
超
越
論
的
構
想
力
を
純
粋
感
性
と
純
粋

悟
性
の
「
根
源
」（W

urzel

（ 

と
解
釈
し
て
い
る
。V

gl. K
ant und 

das Problem
 der M

etaphysik, S. 175f., 196, 151f, 156 -60.

（
3
（ 

三
木
清
は
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
研
究
に
依
拠
し
「
構
想
力
の
論
理
」

と
い
う
言
葉
が
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
に
由
来
す
る
と
説
明
し
て
い
る

（
六
頁
（。
さ
ら
に
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
思
想
が
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の

微
小
知
覚
の
概
念
か
ら
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る

（
九
九
頁
（。
三
木
清
著
『
創
造
す
る
構
想
力
』（
旧
題
：
構
想
力
の

論
理
（
燈
影
舎
、
京
都
哲
学
選
書
第
一
八
巻
。
確
か
に
「
構
想
力
の

論
理
」
と
い
う
思
想
が
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
由
来
す
る
と
い
う
三
木
の

推
測
は
正
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
微
小
知
覚
で
は
な
く
、「
新
普

遍
数
学
原
論
」(

一
六
八
三
年) 

と
い
う
論
文
で
表
明
さ
れ
て
い
る
。

三
木
は
構
想
力
の
論
理
と
い
う
こ
と
で
、
理
性
の
論
理
と
は
異
な
る

修
辞
学
の
論
理
を
考
え
て
い
る
。

（
4
（ Goottfried W

ilhelm
 Leibniz, D

e A
rtis Com

binatoriae 
U

su in Scientia Generali, in: Säm
tliche Schriften und Brie-

fe, Sechste R
eihe, V

ierter Band, 1999 A
kadem

ie V
erlag, 

S. 511.
（
5
（ Rabouin 

は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
普
遍
数
学
の
様
々
な
草
稿
を
三

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
の
解
説
の
中
で
「
新
原
論
」

の
独
自
性
を
指
摘
し
て
は
い
る
も
の
の
、
構
想
力
の
概
念
の
解
明
は
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今
後
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。V

gl. D
avid Rabouin, Interpre-

tations of Leibniz’s M
athesis U

niversalis at the Beginning 
of the X

X
th Century, in: R. K

röm
er and Z.C. -drian （edt.

（, 
N

ew
 E

ssay in Leibniz R
eception, Basel 2012, S. 197, S. 199.

（
6
（ Goottfried W

ilhelm
 Leibniz, Elem

enta N
ova M

atheseos 
U

niversalis, in: a.a.O
., S. 513f. 

翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
佐
々
木

氏
の
英
訳
と
伊
豆
蔵
氏
の
邦
訳
を
参
考
に
し
た
。Chikara Sasaki, 

D
escartes’s m

athem
atical thought, 2003 D

ordrecht, S.  401f. 

伊
豆
蔵
好
美
著
「
マ
テ
シ
ス
の
理
念
と
空
間
の
形
而
上
学
」、
現
代

思
想
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
号
、
一
一
四
頁
。

（
7
（ 

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
空
間
を
物
と
物
と
の
間
の
関
係
、
す
な
わ
ち
、

相
対
的
関
係
と
捉
え
る
こ
と
で
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
絶
対
空
間
の
考
え

方
と
は
根
本
的
に
立
場
を
異
に
し
て
い
る
。

（
（
（ 

こ
の
演
算
記
号
と
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
、
一
六
七
九
年
の
『
幾
何
学

的
記
号
法
』
で
創
案
さ
れ
て
い
る
。

（
9
（ 

澤
口
昭
聿
訳
『
幾
何
学
的
記
号
法
』
三
二
一
頁
、『
ラ
イ
プ
ニ
ッ

ツ
著
作
集
』
第
一
巻
「
論
理
学
」（
工
作
舎
、
一
九
九
八
年
（
所
収
。

Goottfried W
ilhelm

 Leibniz, Characteristica Geom
etrica, 

in: Leibnizens m
athem

atische Schriften, Bd. 5, S. 142.

（
10
（ 

澤
口
昭
聿
訳
、
同
著
、
三
二
七
頁
。Goottfried W

ilhelm
 Leib-

niz, Characteristica Geom
etrica, in: a.a.O

., Bd. 5, p. 147.

（
11
（ 

伊
豆
蔵
好
美
氏
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
可
感
的
記
号
で
あ
る
代
数

を
用
い
て
い
る
点
に
着
目
し
て
い
る
。「
そ
れ
（
普
遍
数
学
の
核
心
（

が
あ
く
ま
で
も
可
能
的
な
記
号
を
介
し
て
実
現
さ
れ
る
限
り
、
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
の
マ
テ
シ
ス
は
想
像
力
の
媒
介
な
し
に
は
あ
り

え
な
い
。
マ
テ
シ
ス
が
「
想
像
力
の
論
理
学
」
と
規
定
さ
れ
た
こ
と

の
第
二
の
意
味
が
こ
こ
に
あ
る
。」
伊
豆
蔵
好
美
、
同
論
文
、

一
〇
九
頁
。

（
12
（ Goottfried W

ilhelm
 Leibniz, D

e A
rte Characteristica ad 

Perfeciendas Scientias Ratione N
itentes, in: Säm

tliche 
Schriften und Briefe, Sechste Reihe, V

ierter Band, S.  911. 

伊
豆
蔵
好
美
氏
の
翻
訳
を
用
い
た
。

（
13
（ H

elm
ut Pape, Perspectivity: G

. W
. Leibniz on the R

e-
presentation of O

ntological Structure, in: T
he Journal of 

Speculative Philosophy, V
ol.  X

I, N
o. 1, S. 14. Gerge L. H

er-
sey, A

rchitecture and G
eom

etry in the A
ge of the Baroque, 

Chicago 2001, S. 171f.

（
14
（ Eugen Fink, O

perative Begirff in H
usserls Phänom

eno-
logie, in: Eugen Fink, N

ähe und D
istanz, Freiburg am

 
Breisgau 1976, 1（5f.

（
15
（ 

モ
ノ
グ
ラ
ム
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
文
を
参
照
。
鵜
澤

和
彦
「
感
性
的
概
念
の
図
式
―
心
象
の
構
成
と
判
定
の
原
理
」、

日
本
カ
ン
ト
協
会
編
『
カ
ン
ト
と
形
而
上
学
』（
理
想
社
、

二
〇
一
二
年
（、
一
一
九
～
一
三
一
頁
。

（
16
（ 

構
想
力
の
美
学
及
び
解
釈
学
的
研
究
に
つ
い
て
は
、
牧
野
英
二
著

『
崇
高
の
哲
学　

情
感
豊
か
な
理
性
の
構
築
に
む
け
て
』（
法
政
大
学

出
版
局
、
二
〇
〇
七
年
（
を
参
照
さ
れ
た
い
。
構
想
力
の
問
題
が
「
情

感
的
理
性
」「
情
感
豊
か
な
理
性
」
と
い
う
表
現
で
歴
史
的
及
び
原

理
的
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。
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Logik der Einbildungskraft
―Der Begriff der Raumbeschreibung bei Leibniz und Kant―

Kazuhiko UZAWA

 Das Anliegen dieser Arbeit ist es, den Begriff der Raumbeschreibung bei 
Leibniz im Zusammenhang mit dem bei Kant aufzufassen und weiter die Ge-
meinsamkeit und Differenz zwischen den beiden Konzeptionen zu erläutern. 
Dabei rückt sich der Begriff „imaginatio“, d. i. Einbildungskraft, in den Mittel-
punkt der Betrachtung. Die Gemeinsamkeit der beiden ist das idealistische 
Konzept der Vorstellungskraft, das sich eindeutig von der empiristischen Ab-
bildtheorie unterscheidet. Der Unterschied besteht jedoch im Folgenden: Die 
Logik der Einbildungskraft bei Leibniz zielt darauf hin, unsere Wahrnehmungs- 
und Erscheinungswelt völlig mathematisch zu konstruieren. Dabei spielt die 
projektive Geometrie bei Desargues eine hervorragende Rolle. Im Gegensatz 
dazu geht es bei Kant um die Darstellungstheorie einzelner Gegenstände, die 
auf die Konzeptionen der Ästhetik und Hermeneutik hinausläuft. Aus diesen 
Betrachtungen ergibt sich, dass die Differenz zwischen den beiden heute zum 
methodisch relevanten Ansatzpunkt zur Überlegung der Einbildungskraft 
werden kann. 

＊　　＊　　＊
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